
唐
招
提
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
と

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
舌
点

宇
　
都
　
宮
　
　
睦
　
男

蝣

・

'

-

蝣

;

.

.

;

・

:

蝣

"

蝣

　

¥

蝣

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

、

'

言

‥

山

寺
本
な
ど
が
あ
る
。
石
山
寺
本
は
未
紹
介
で
あ
る
が
'
西
大
寺
本
十
巻
は
'
春

日
政
治
博
士
の
大
著
「
西
大
寺
本
金
光
明
1
.
3
憐
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
」

に
よ
っ
て
,
広
-
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
唐
招
提
寺
木
は
'
稲
垣
印
税

氏
が
「
訓
点
語
と
訓
点
汽
料
」
第
一
軽
に
へ
そ
の
解
説
と
解
読
文
を
公
に
さ
れ

た
。
稲
垣
氏
の
解
説
に
よ
る
と
'
肪
招
捉
寺
本
は
'
肇
1
・
五
・
六
(
」
-
蝣
乙

二
本
)
の
写
本
で
、
そ
の
う
ち
尭
六
(
乙
)
白
点
本
は
他
の
三
本
よ
り
遥
か
に

古
い
訓
点
を
伝
え
て
い
る
上
に
、
点
の
剥
落
も
少
も
全
文
の
解
読
が
ほ
ゞ
可

能
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
氏
の
解
読
文
も
聖
ハ
(
乙
)
本
に
つ
い
て
成

さ
れ
て
お
り
へ
同
時
に
こ
れ
に
は
春
日
氏
の
西
大
寺
本
と
の
対
校
が
示
し
て
あ

る
(
以
下
へ
郎
招
提
寺
本
を
唐
本
へ
西
大
寺
本
を
西
本
と
略
称
す
る
。
)

さ
て
,
唐
・
西
前
本
と
も
に
へ
識
語
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
、
加
点
年
次
は

不
明
で
あ
る
が
'
諸
種
の
点
か
ら
判
断
し
て
共
に
平
安
初
期
点
で
あ
ろ
う
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
'
そ
の
上
へ
更
に
両
点
を
比
較
し
て
そ
の
凱
古
を
問
題

に
す
る
こ
と
は
'
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
(
遠
望
蔚
基
博
十
「
西
大
寺
本
金
光

明
五
臓
三
位
盲
点
と
磨
招
望
遠
金
光
明
丑
勝
三
種
盲
点
に
つ
い
て
」
<
「
斯

近
文
粍
報
」
十
九
・
二
十
合
併
号
V
が
あ
る
が
未
見
で
あ
る
)
o
そ
こ
で
へ
私

は
,
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
方
法
と
し
て
は
両
点
で
、
訓
読
上
相

違
の
あ
る
全
て
の
例
を
取
り
あ
げ
て
'
そ
れ
を
漢
文
訓
読
史
の
観
点
か
ら
眺
め

て
み
よ
う
と
思
う
。

一
分
　
　
　
類

ま
ず
、
稲
垣
氏
の
解
説
文
と
西
本
の
そ
れ
と
の
対
校
を
も
と
に
し
て
'
本
文

上
、
両
点
で
罪
同
の
あ
る
全
て
の
田
所
を
取
り
出
し
て
分
類
整
理
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。
(
用
仇
中
'
傍
的
部
に
相
当
す
る
西
本
の
訓
読
は
各
用
例
の
終

り
に
　
(
)
　
で
示
し
た
U
　
)

第
一
項
　
助
字
の
訓
法

一
二
資
料
で
訓
法
を
共
に
す
る
も
の

1
　
助
字
を
不
読
に
す
る
か
否
か
の
相
違

川
　
府
本
が
不
読
に
し
て
下
に
読
準
え
る
と
こ
ろ
を
西
本
は
直
接
読
む
。

(
7
例
)

〔
撃
当
に
此
の
聖
上
を
讐
糞
シ
~
列
ヨ
;
V
-
N
霜
)
　
(
酉
、
す
応

・J ->



二1〔
I
U

し
)
.
唐
本
が
直
接
読
む
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
不
読
に
し
て
下
に
読
準
え
る
o

(
-
例
)

評
語
す
る
コ
-
有
る
コ
ト
無
ク
(
あ
ら
)
令
(
め
)
た
ま
ふ
に
(
S
)

(
西
、
∩
令
U
I
有
(
る
)
　
こ
と
無
(
か
ら
)
　
シ
メ
)

訓
そ
の
も
の
の
相
違

唐
本
が
古
い
訓
の
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
新
し
い
訓
で
読
む
。
(
2
2
例
)

如
-

仏
身
は
光
り
曜
(
け
)
る
コ
-
金
山
の
等
し
(
望
　
(
西
、
に
等
(
し
)

ク
)
二
資
料
で
訓
法
を
同
じ
く
す
る
も
の

振
り
仮
名
相
当
の
訓

実
字
訓
の
有
無

唐
本
が
実
字
訓
の
と
こ
ろ
を
、
西
本
は
訓
な
-
亡
-
例
)

尤

常
に
心
を
詔
(
り
)
て
時
志
せ
令
(
む
)
る
コ
ト
勿
る
可
(
し
)
0

(
?
)
　
(
西
へ
元
ナ
シ
)

川
　
唐
本
が
仮
名
点
の
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
ヲ
コ
-
点
と
す
る
。
(
1
0
例
)

神
呪
を
罰
す
可
シ
　
(
ァ
)
　
(
西
'
可
し
)

は
　
唐
本
が
ヲ
コ
ト
点
の
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
仮
名
点
と
す
る
。
(
2
例
)

世
間
に
有
所
る
法
式
K
m
)
　
V
西
'
ル
)

〔
汀
〕
付
訓
の
有
無

川
　
暦
本
に
付
訓
あ
る
と
こ
ろ
を
、
西
本
は
付
訓
な
し
ー
/
C
O
別
)

我
レ
即
引
身
を
変
て
(
R
)
　
(
西
,
ち
ナ
シ
)

脚
　
唐
木
に
付
訓
な
き
と
こ
ろ
を
'
西
木
は
付
訓
あ
り
0
　
(
9
例
)

是
等
の
如
　
(
蝣
*
)
)
不
可
忠
誠
の
　
(
望
　
(
西
,
辛
)

f
=
I
二
現
　
叶
・
J
蝣
!
.
バ
治

l
　
二
資
料
で
訓
法
を
異
に
す
る
も
の

∩-〕-'-''j'V-.-'jn

川
　
唐
本
に
は
設
溺
語
が
あ
る
が
二
四
本
で
は
欠
-
も
の
。
(
朗
例
)

26

〔
打
し
実
字
訓
か
仮
名
訓
か

川
　
唐
本
が
突
字
訓
の
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
仮
名
訓
と
す
る
。
(
1
例
)

如
-

歯
は
白
ク
琵
ク
し
て
河
と
雪
と
の
猶
(
し
)
　
(
」
)
　
(
西
'
ゴ
ト
シ
)

〔
Ⅶ
〕
仮
名
訓
の
有
無

〓
　
唐
本
が
仮
名
訓
の
と
こ
ろ
を
、
西
本
は
訓
な
し
(
2
例
)
Iy-

当
に
独
り
浄
宝
に
処
し
香
を
嬢
(
き
)
　
て
∩
而
∪
臥
る
軍
ソ
(
g
)
　
(
西

ベ
ナ
ノ
)

イ
　
助
詞
ノ
:
一
:
ア
・
ハ

相
好
は
空
の
如
し
(
乃
)

ロ
　
助
動
詞
シ
ム
・
ム
・
ル

自
ラ
其
の
数
を
知
る
べ
シ

ハ
　
形
式
名
詞
コ
ト
・
-
辛

・
ヲ
・
-
・
モ
チ
テ
　
(
3
 
7
例
)

(
西
'
ナ
シ
)

・
ベ
シ
・
ナ
-
・
ヌ
　
(
2
8
例
)

C
」
)
　
(
西
'
レ
)

・
ヒ
ト
　
(
5
例
)

は
　
唐
本
が
仮
名
訓
の
な
い
と
こ
ろ
を
、
西
本
は
あ
り
0

羊
栽
　
甚
爺
有
な
り
と
称
頚
シ
タ
マ
フ
(
」
)
　
(
西
へ

2
　
送
り
仮
名
相
当
の
訓

〔
-
〕
仮
名
点
か
ヲ
コ
ト
点
か
。

(
2
例
)

ナ
ア
-
)

我
が
自
身
硯
ず
る
コ
ト
を
見
(
る
こ
と
)
　
(
S
)
　
(
西
'
ナ
シ
)

ニ
　
形
式
動
詞
ス
・
ア
リ
　
(
7
例
)

即
ち
慈
愛
4
堅
・
」
す
る
r
応
〕
心
を
生
(
ォ
i
)
む
(
g
)
(
西
・
.
h
ナ
シ
)

ホ
　
敬
語
の
形
式
助
詞
タ
マ
フ
・
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
8
例
)

シ

賊
1
.
d
蛸
ク
ア
ラ
シ
メ
習
「
カ
(
u
)
　
(
西
,
を
無
か
ら
使
む
J

c
!
　
^
j
i
l
j
!
<
・
豆
.
宣
岩
モ
・
＼
　
　
T
'
4
'
l
遠
や
・
 
,
,
も
　
'
!
:
」
;

イ
　
助
詞
ノ
・
ニ
・
テ
・
ハ
・
ヲ
・
-
・
シ
テ
・
ニ
オ
イ
テ
・
イ
(
4
8
例
)



買
工
月
形
に
現
し
て
(
5
)
(
酉
t
の
ア
-
)

ロ
助
動
詞
ム
・
ナ
リ
・
シ
ム
・
ベ
シ
・
-
・
ヌ
・
ツ
・
ケ
-
・
タ
-
(
2
2
例
)

此
の
呪
を
崩
す
q
J
え
∪
人
を
見
∴
I
?
)
(
西
へ
(
せ
)
む
)

ハ
形
式
名
詞
コ
ト
(
-
刺
)

是
(
の
)
如
ク
盛
に
供
憂
」
望
~
剤
T
l
.
を
見
て
は
(
8
)
(
西
へ
す
る

こ
と
を
興
(
さ
)
む
)

ニ
形
式
動
詞
ス
(
-
例
)

同
右
ハ

ホ
敬
語
の
形
式
動
詞
タ
マ
フ
・
タ
テ
マ
ツ
ル
・
イ
マ
ス
(
5
例
)

仏
の
功
徳
を
讃
封
(
望
(
西
'
讃
(
し
)
た
て
ま
つ
ラ
ク
)

〔
I
〕
読
添
語
の
異
同
(
m
例
)

イ
助
詞
(
4

7
例
)

∴
、
一
;
-
.
i
i

ロ
助
動
詞
(
1
0
例
)

看
る
本
に
云
ク
,
日
毎
に
一
石
の
陳
那
羅
を
与
フ
d
司
ト
イ
フ
(
」
)

(
百
へ
与
へ
む
ト
イ
ヘ
-
)

ハ
形
式
名
詞
(
4
例
)

前
の
所
説
に
比
す
る
日
刊
刷
彼

~
れ
の
勝
れ
'
(
た
る
)
コ
ト
(
」
)
(
西
t

に
)
ニ
形
式
動
詞
(
6
例
)

成
ク
法
の
如
ク
せ
令
メ
ヨ
(
S
)
(
西
へ
あ
ら
)

ホ
敬
語
の
形
式
動
詞
(
3
例
)

五
通
の
仙
に
勝
(
れ
)
^
^
コ
ト
へ
讐
(
西
へ
隣
(
り
)
た
る
こ
と
)

二
二
資
料
で
訓
法
を
同
じ
く
す
る
も
の

∩
-
り
仮
名
点
か
ヲ
コ
ト
点
か

唐
本
が
仮
名
点
の
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
ヲ
コ
ト
点
と
す
る
。
(
間
例
)

イ
　
跡
詞
ヲ
・
バ
・
ニ
・
ガ
・
テ
・
シ
テ
・
マ
デ
(
1
 
2
例
)

乃
至
尽
ル
形
マ
テ
T
日
日
に
常
に
得
む
(
柑
)
　
(
西
'
尽
形
マ
で
に
)

ロ
　
助
動
詞
ム
・
ナ
-
・
キ
・
-
・
ム
-
ス
(
2
 
2
例
)

寿
命
長
遠
ナ
ル
コ
ト
と
(
g
)
　
(
西
へ
な
る
こ
と
と
)

ハ
　
形
式
名
詞
コ
ト
(
2
9
例
)

イ

虚
説
は
有
る
T
;
蒐
シ
(
望
　
(
西
'
(
る
)
こ
と
)

形
式
動
詞
ス
・
ア
-
・
イ
フ
(
1
 
0
例
)

恭
敬
を
硯
4
口
に
は
棉
名
を
称
せ
む
(
g
)
　
(
西
へ
し
)

敬
語
の
形
式
動
詞
タ
マ
フ
・
タ
テ
マ
ツ
ル
・
マ
ヲ
ス
(
1
2
例
)

詣
召
シ
引
当
1
当
叫
ト
マ
ヲ
サ
ム
(
」
)
　
(
西
へ
し
た
て
ま
つ
る
)

唐
本
が
ヲ
コ
ト
点
の
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
仮
名
点
と
す
る
'
.
C
M
例
)

助
詞
ヲ
・
ヨ
-
・
マ
デ
・
モ
チ
テ
(
1
2
例
)

27

大
成
純
を
挺
シ
メ
(
S
)
　
(
西
、
ヲ
)

耽
動
詞
リ
　
(
2
例
)

∩
於
∪
千
の
月
の
光
明
放
て
副
に
近
(
え
)
た
り
(
S
)
　
(
西
'

(て)

ヽノ

o
:

イi
f 悶

志
せ
令
　
む
)
る
コ
ト
切
る
可
(
し
)
　
(
」
)
　
(
西
、
セ
)

付
訓
の
有
無

新
本
に
は
付
訓
あ
る
と
こ
ろ
を
、
関
本
は
付
訓
な
し
　
　
例
)

餅
詞
ニ
・
-
・
ノ
・
ハ
　
(
8
例
)

吐
出
四
天
王
、
供
に
〔
従
〕
屋
よ
り
起
(
ち
)
　
(
誓
　
(
西
、
(
に
)
)

助
動
詞
シ
ム
「
ナ
リ
・
ラ
ル
(
1
1
例
)

功
饗
毒
割
引
r
e
g
)
　
(
酋
'
(
な
)
ラ
む
)

ル
)形
式
動
詞
ス
　
這
例
)



ハ
　
形
式
動
詞
ス
・
ア
-
(
9
例
)

ヒ
ト

受
持
瑚
む
と
欲
は
む
者
は
(
S
)
　
(
酉
,
(
せ
)
)

は
　
唐
本
に
付
訓
な
き
と
こ
ろ
を
'
西
木
は
付
訓
あ
り
。
(
3
3
例
)

イ
　
助
詞
ノ
‥
∵
ヲ
∴
‥
7
・
ト
・
パ
　
(
2
0
例
)

5
,
紘

是
(
の
)
朽
王
を
流
布
せ
む
者
(
5
8
)
　
(
西
、
の
)

ロ
　
助
動
詞
ム
‥
フ
ル
・
タ
リ
(
3
例
)

讃
丑
(
せ
S
T
)
を
見
て
は
∩
者
∪
　
(
i
g
)
　
(
西
,
(
せ
)
む
を
)

ハ
　
形
式
名
詞
コ
ト
(
-
例
)

見
(
る
こ
と
)
得
む
と
欲
は
者
(
2
)
　
(
西
も
　
ル
こ
と
)

ニ
　
形
式
動
詞
ス
　
(
9
例
)

当
に
搾
誰
d
「
で
其
の
衰
恩
を
除
す
応
(
し
)
　
(
」
)
　
(
西
,
し
て
)

^
r
-
三
y
?
-
沼
訓
芋

一
二
資
料
で
訓
法
を
異
に
す
る
も
の

1
　
和
語
か
字
音
語
か

川
　
暦
本
が
和
語
の
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
字
音
語
と
す
る
　
　
例
)

イ
　
名
詞
(
2
2
例
o
 
e
3
④
=
1
1
例
)

G
'
<
H
C
　
-
>
-
'
r
i
八
(
K
)

㊤
　
軽
き
心
・
1
軽
心
(
和
)

③
　
求
む
る
所
l
所
求
(
g
)

④
　
寿
と
命
1
寿
命
(
g
)

ロ
　
動
詞
(
1
 
3
例
)

・
:
や
、
詑
t
　
　
>
串
s
:
k
　
(
」
)

P
J
　
唐
木
が
字
音
語
の
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
和
語
と
す
る
。
f
C
C
例
)

イ
　
名
詞
(
2
6
例
O
㊤
3
-
5
例
)

0
　
仏
面
l
仏
の
面
(
乃
)

㊤
　
秘
宝
1
静
(
な
)
ラ
む
室
¥
0
3
)

㊥
　
所
乏
1
乏
(
し
)
キ
所
(
m
)

ロ
　
動
詞
　
(
7
例
)
C

i

-

コ

ソ

叶
K
*
U
t
　
　
>
≠
・
.
∴
ゴ
・
-
.
」
'

2
　
和
訓
の
有
無

川
　
唐
本
に
和
訓
あ
る
と
こ
ろ
を
、
西
本
は
な
し
。
(
l
例
)

.
_
,
ー
ク

然
り
し
て
後
に
〔
於
〕
浄
寅
の
中
に
み
相
国
を
も
ち
て
地
に
塗
し
小
ナ
壇

場
を
作
レ
　
(
」
)
　
(
西
、
み
・
ク
ナ
シ
)

3
　
和
訓
の
異
同

イ
　
副
詞
(
-
例
)

H
M
o
s

我
レ
今
L
-
1
¥
　
是
(
の
)
如
き
∩
之
〕
事
を
説
ク
(
7
1
例
)
(
西
,
シ
バ
ラ
)

ロ

　

形

容

詞

　

　

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

I

㌧
　
　
.
・
　
.
.
∴
　
I
'
-
'
'
'
'
-
　
　
　
∴

<
g
)
　
(
西
t
　
に
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ハ
　
動
詞
(
7
例
)

シ
タ
が
エ
ル

悉
ク
心
に
　
従
　
が
如
ク
は
(
」
)
　
(
西
へ
従
フ
ル
が
)

二
　
二
資
料
で
訓
法
を
同
じ
-
す
る
も
の

-
　
振
り
仮
名
相
当
の
訓

〔
-
〕
実
字
訓
の
有
無

川
　
唐
本
が
実
字
訓
の
と
こ
ろ
を
'
百
本
は
訓
な
し
　
(
」
例
)

成

謡
の
楽
嬰
で
生
す
が
如
ク
(
S
)
　
(
百
'
成
ナ
シ
)

脚
　
所
木
に
尖
字
訓
な
き
と
こ
ろ
を
'
百
本
は
突
字
訓
あ
り
O
　
(
-
例
)

仏
の
上
に
散
(
-
)
　
(
K
)
　
(
西
'
所
也
ト
ア
リ
)

∩
甘
〕
　
実
字
訓
か
仮
名
訓
か

川
　
店
木
が
宍
字
訓
の
と
こ
ろ
*
L
t
西
本
は
仮
名
訓
と
す
る
。
(
4
例
)



フ
ル
ヒ

挙
ク
身
の
戦
動
ク
(
K
)
　
(
西
へ
　
(
こ
と
)
ゴ
ト
)

〔
皿
〕
仮
名
訓
の
有
無

川
唐
本
が
仮
名
訓
の
と
こ
ろ
を
,
西
本
は
訓
な
し
o
　
(
6
例
)

カ
タ
~

仏
形
像
を
翼
べ
シ
　
I
)
　
(
西
'
竃
ケ
)

2
　
送
り
仮
名
相
当
の
訓

〔
-
〕
仮
名
点
か
ヲ
コ
ト
点
か
。

川
暦
本
が
仮
名
点
の
と
こ
ろ
を
,
西
本
は
ヲ
コ
ト
点
と
す
る
。
(
2
例
)

心
に
悲
叫
苗
(
ぶ
)
る
コ
ト
を
(
i
?
)
　
(
西
'
び
)

脚
街
本
が
ヲ
コ
ト
点
の
と
こ
ろ
を
,
西
本
は
仮
名
点
と
す
る
　
(
2
例
)

怖
面
は
楢
シ
浄
き
満
月
の
如
シ
(
S
)
　
(
西
へ
キ
)

〔
甘
〕
付
訓
の
有
無

川
唐
本
に
付
訓
あ
る
と
こ
ろ
を
,
西
本
は
付
訓
な
し
　
　
例
)

イ
　
代
名
詞
(
7
例
)

我
り
即
ち
身
を
変
て
(
g
)
　
(
西
.
-
レ
ナ
シ
)

ロ
　
形
式
名
詞
(
2
例
)

怖
(
に
)
日
(
し
て
)
言
の
(
」
)
　
(
西
、
ナ
シ
)

ハ
　
動
詞
(
ュ
e
例
)

揃
の
人
を
護
ラ
~
む
(
S
)
　
(
西
'
(
ら
)
)

ニ
副
詞
(
5
例
)

若
4
物
の
正
に
准
(
へ
)
ば
(
S
)
　
(
西
、
ナ
シ
)

脚
唐
本
に
付
訓
な
き
と
こ
ろ
を
,
西
本
は
付
訓
あ
り
0
　
(
即
例
)

イ
　
代
名
詞
(
3
例
)

現
職
に
既
設
(
し
)
て
(
5
g
)
　
(
西
'
我
レ
)

ロ
　
動
詞
(
2
3
例
)

碇
と
為
(
す
)
可
(
-
あ
)
ラ
不
(
g
)
　
(
西
へ
す
)

ハ
　
形
容
詞
(
-
例
)

永
(
=
)
三
塗
を
離
レ
常
に
災
厄
無
ク
ア
ラ
シ
メ
ム
(
c
r
>
¥
　
西
'
ク
)

ニ
副
詞
(
4
例
)

悉
(
=
)
皆
遠
去
せ
シ
メ
(
」
)
　
(
輿
ク
)

儲
E
l
項
　
剖
詞
の
呼
応
語

一
二
封
料
で
訓
法
を
只
に
す
る
も
の

l
　
「
云
ク
」
な
ど
の
呼
応
語
の
有
無

川
　
新
本
に
呼
応
語
の
あ
る
と
こ
ろ
を
'
西
本
な
し
O
　
(
-
例
)

妙
伽
仙
以
て
仏
の
功
穂
を
軍
フ
ク
「
仏
画
は
埴
シ
ー
・
故
に
我
レ
心
無
者

を
稽
首
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
」
　
(
A
J
)
マ
ヲ
ス
(
S
)
　
(
西
へ
首
を
心
無
着
に

招
(
し
)
た
て
ま
つ
る
)

は
　
唐
本
に
呼
応
語
な
き
と
こ
ろ
を
、
西
本
は
あ
り
O
　
(
2
例
)

ヒ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

マ

こ

持
呪
の
者
に
語
(
り
)
て
R
サ
ク
'
「
汝
求
む
る
所
に
随
い
て
1
咋
仰

の
み
証
坤
4
列
ー
刊
<
"
J
(
誓
　
(
西
へ
　
(
し
)
た
ま
へ
ラ
む
」
ト
マ
ヲ
ス
)

2
　
「
云
ク
」
の
呼
応
語
の
異
同

川
　
唐
木
と
叶
凹
本
と
で
呼
応
語
の
異
な
る
も
の
(
4
例
)

世
尊
,
亦
伽
他
を
以
て
∩
而
∪
答
(
へ
て
)
∩
之
∪
日
ク
へ
　
「
此
の
金
光

K
B

明
故
は
王
統
は
ー
嘉
せ
令
タ
マ
フ
」
目
黒
ハ
　
Q
2
)
(
雪
「
令
(
め
)

て
む
」
と
の
た
ま
ふ
)

二
　
二
資
料
で
訓
法
を
同
じ
-
す
る
も
の

l
　
「
云
ク
」
の
呼
応
語
「
ト
イ
フ
・
ト
マ
ヲ
ス
」

〔
t
U
仮
名
点
か
ヲ
コ
-
点
か

川
　
唐
木
が
仮
名
点
の
と
こ
ろ
を
t
m
本
は
ヲ
コ
-
点
と
す
る
。
(
3
例
)

ユ
キ
チ

其
父
報
て
日
ク
、
「
汝
ぢ
〔
可
〕
速
ク
去
日
日
に
彼
に
一
百
の
迦
利
沙
蟹

を
与
(
ふ
)
ベ
シ
」
引
1
「
叫
(
讐
　
百
、
と
い
は
む
)
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の

　

　

に

　

　

レ

　

　

　

　

　

の

　

モ

於
仰
左
辺
作
〓
吉
祥
天
女
係
㌔
於
偶

(
印
)
　
(
西
'
リ
)

第
六
項
　
訓
法
そ
の
も
の
の
相
違

・
-
i
　
&
'
!
-
 
J
j
即
か
中
止
肘
か

第
五
項
　
対
句
の
訓
法

1
　
終
止
形
か
中
止
形
か

糾
　
唐
本
が
終
止
潤
に
す
る
と
こ
ろ
を
,
西
本
は
中
止
形
と
す
る
(
8
例
)

の
　
　
蝣
H
り
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
を

右
辺
作
レ
〓
我
レ
多
門
天
橡
-
0

り
　
暦
本
が
終
止
形
の
と
こ
ろ
を
、
西
本
は
中
止
形
と
す
る
。
(
6
例
)

で

>

i

i

.

1

　

与

.

'

C

 

v

^

　

サ

H

F

]

-

与

/

　

(

㍗

)

て

　

乍

　

1

蝣

i

:

・

:

i

・

'

・

-

・

・

・

i

'

-

‥

㍉

.

I

.

∴

　

　

　

∵

ニ

~

.

.

ッ

∵

(

-

蝣

"

)

　

;

i

ト

歓
(
R
)
　
(
西
へ
キ
)

脚
　
府
木
が
中
止
形
の
と
こ
プ
_
っ
埠
へ
西
本
は
終
止
形
と
す
る
。
(
3
例
)

(
'
:
蝣
'
-
蝣
∴

に
　
　
　
し
て
　
　
　
し
て
　
の
　
に
　
に
　
せ
シ
ノ
U
　
　
を

(
」
)
　
へ
西
へ
ケ
む
)

り
i
 
r
-
-
y
の
」
-
蝣
"
・
¥
i
へ
~
:
V
^
し
た
訓
t
A
-
W
.
か

の
　
唐
本
が
原
文
の
構
造
を
無
視
し
て
意
訳
的
和
文
的
訓
法
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
、
西
本
は
構
造
に
合
致
し
た
訓
法
を
し
て
い
る
ー
(
2
例
)

I

:

-

i

　

:

'

・

;

 

-

-

;

蝣

蝣

.

'

-

-

-

‥

甘

ペ

シ

　

　

　

の

　

与

増
=
益
　
天
衆
拝
謁
等
屑
一
(
g
)

の

　

に

　

　

　

　

　

に

し

て

　

　

し

て

　

　

　

せ

　

　

　

せ

は

　

　

を

i
;
i
　
∵
　
　
　
　
、
、
ト
ド
蝣
蝣
.
 
-
I
い
'
1
'
-
.
言
-
-
 
'
i
　
:
.
i
i

し

て

2

　

　

-

u

　

(

V

)

て

　

　

　

　

と

>

益
　
天
衆
拝
　
謁
窄
周
一
C

ト
'
-
.
.
.
 
'
.
O
i
'
'

m
涼
し
意
訳
的
和
文
的
訓
法
を
し
て
い
る
も
の
　
(
2
=
例
)

り
て
　
の
　
t
を
　
　
　
(
寸
)
-
O
i
l
ト
_
L
を
　
　
(
ら
)
て
　
　
(
し
て
)
　
に
　
ク

I
 
r
暦
)
　
作
〓
　
星

汁
、
エ
　
熊
二
-
r
-
 
1
ぺ

悌
l
　
巳
　
　
　
R
i
 
f
f
i
:
;
n

(K)」　
G
　
　
に
　
　
f
r
サ
・
"
I
J
J
J
を
.
t
*
　
C
O
て
　
C
-
J
t
-
0
　
　
に
)

一

丁

'

;

「

巨

　

　

　

　

、

-

.

:

蝣

1

.

、

7

r

~

、

〓
　
分
類
に
基
づ
く
考
察

さ
て
'
以
上
の
分
類
を
も
と
に
し
て
両
点
の
新
古
を
判
定
す
る
場
合
に
,
そ

の
葛
準
と
し
て
有
力
な
手
掛
り
と
な
る
も
の
は
'
小
林
芳
規
先
生
の
御
論
「
漠

l

文
訓
読
史
上
の
一
試
論
」
　
(
国
語
学
5
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
,
同
一
漢
文
を
持

っ
「
・
K
=
S
は
師
表
宙
平
安
初
期
点
」
と
「
三
蔵
法
師
伝
永
久
点
」
と
を
比
較
対

照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訓
読
語
の
変
遷
を
跡
づ
け
ら
れ
た
訓
読
史
論
で
あ

る
O
と
こ
ろ
で
へ
こ
れ
を
木
調
預
に
通
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
,
問
芯
に
な

る
点
は
'
こ
の
御
論
は
平
安
初
期
点
と
中
間
点
と
の
比
&
蝣
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
本
調
査
の
場
命
は
共
に
平
安
初
期
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
'
こ
の
よ
う
な
訓
誹
の
窓
蝉
は
初
期
と
中
期
を
境
と
し
て
突

然
に
現
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
既
に
平
安
初
期
に
於
て
も
目
立
た
な
い
な
が

ら
へ
一
つ
の
流
れ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
,
こ

の
考
え
の
上
に
立
っ
て
'
以
下
考
察
し
て
行
-
こ
と
に
す
る
。

-
　
助
字
の
訓
沈

ま
ず
'
第
1
項
の
「
助
字
の
訓
法
」
で
は
'
小
林
先
生
は
,
新
吉
の
等
質
と

し
て
次
の
点
を
あ
げ
ら
れ
る
が
'
今
へ
そ
れ
を
要
約
し
て
記
す
。

莞
誓
　
平
安
初
期
点
で
不
誹
の
助
字
が
'
永
久
点
で
は
這
訓
を
持
つ
。

葛
撃
1
　
平
安
初
期
点
で
は
辞
の
訓
で
あ
る
i
,
永
久
点
で
は
詞
の
訓
を
持

つ
。

こ
れ
は
へ
平
安
初
期
点
で
は
'
助
字
を
含
む
原
頂
文
を
個
性
的
且
つ
日
本
語

と
し
て
自
然
な
文
章
に
近
づ
け
て
訓
読
す
る
の
で
、
同
1
助
字
を
含
む
漢
文
も

言

　

'

-

'

f

'

・

'

1

・

中
期
で
は
助
字
に
一
定
の
訓
を
関
前
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

に
よ
る
と
説
か
れ
る
o
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そ
こ
で
,
基
準
一
が
通
用
で
き
る
項
目
を
見
る
と
、
そ
れ
は
「
助
字
を
不
誌

に
す
る
か
否
か
の
相
違
」
で
あ
る
.
そ
の
う
ち
「
唐
本
が
不
読
に
し
て
下
に
読

琴
音
と
こ
ろ
を
,
.
B
l
本
は
荘
望
む
」
も
の
は
7
例
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ

・

㌧

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

・

'

:

∴

-

I

¥

蝣

-

)

∵

る
」
も
の
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
,
暦
本
の
訓
読
の
古
い
こ
と
を
表
わ
し

て
い
る
o
例
に
あ
げ
た
以
外
の
例
と
し
て
次
の
も
の
8
5
あ
る
o
　
(
(
　
U
は
そ

の
中
の
助
字
が
不
読
で
あ
る
こ
と
を
不
し
て
い
る
o
)

itXS

汝
ぢ
∩
瑚
∪
迂
ク
去
日
日
に
彼
に
石
の
迦
利
沙
蟹
を
与
(
ふ
)
ベ
シ

(
誓
　
(
西
'
フ
可
シ
)

2
　
∩
瑚
∪
彼
の
衆
生
を
(
し
)
て
苦
を
雛
レ
楽
を
得
て
能
ク
福
智
二
種
の

資
題
を
成
ラ
4
月
山
つ
(
g
)
　
(
西
'
令
(
め
)
む
)

3
　
∩
吋
当
盟
叫
鱒
ヨ
討
仙
(
め
)
宣
(
し
)
流
布
(
し
)
V
(
」
)
C
輿

此
の
経
王
に
於
て
)

次
に
、
基
撃
一
が
通
用
で
き
る
項
目
は
,
「
訓
そ
の
も
の
の
相
違
」
の
「
暦

本
が
古
い
訓
の
と
こ
ろ
を
西
本
は
新
し
い
訓
で
読
む
」
で
あ
る
.
例
に
あ
げ
た

も
の
が
そ
う
で
あ
る
が
,
こ
の
「
等
」
の
読
み
に
関
し
て
は
'
大
坪
併
治
博
士

「
訓
点
語
で
『
等
』
を
ゴ
ト
シ
と
箪
む
場
合
」
(
訓
点
語
の
研
究
二
四
九
日
)

が
あ
っ
て
,
必
ず
し
も
「
ゴ
ト
シ
」
と
読
む
場
合
が
中
規
に
黙
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
が
,
そ
れ
は
一
相
の
付
属
辞
と
し
て
の
読
み
で
あ
っ
て
、
普
迫
は
形
容

詞
と
し
て
「
ヒ
ト
シ
」
と
読
む
の
で
あ
る
。

以
上
は
童
に
撃
b
し
て
唐
本
が
古
い
と
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
が
、
そ
の
他

に
次
の
よ
う
な
例
も
L
完
が
古
い
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
「
等
」
の
例
と
同

項
に
属
す
る
次
の
如
き
D
の
で
あ
る
。

l
称
討
す
召
K
-
(
あ
る
)
を
も
(
5
)
　
(
西
、
可
(
か
ら
)

ず
∩
不
∪
し
て
)

2
　
賊
,
 
L
d
鮮
ク
ア
ラ
シ
メ
タ
マ
フ
(
S
)
　
(
西
'
*
無
か
ラ
使
む
)

2
　
読
添
語

次
に
,
R
l
貢
の
「
読
空
巴
で
は
'
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
る
o

芸
壁
二
　
平
安
初
期
点
で
は
読
空
間
が
あ
る
が
'
同
箇
所
の
法
文
に
永
久
点

で
は
>
v
の
読
深
語
を
欠
く
も
の
。

基
鍵
田
　
平
安
初
期
点
で
川
い
た
諸
種
の
些
空
間
の
悲
味
を
'
永
久
点
で
は

捨
象
し
て
特
定
語
に
代
用
さ
せ
て
用
い
る
も
の
。
例
え
ば
'
平
安
初

期
点
の
「
ド
モ
・
ト
モ
・
バ
」
「
キ
・
タ
-
」
「
ツ
・
ム
」
を
'
永

久
点
で
は
大
空
「
テ
」
「
-
」
「
タ
-
」
と
す
る
な
ど
。

こ
れ
は
,
訓
読
文
が
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
読
添
語
の
仙
々
の
微
妙
望
思
味

の
差
を
捨
て
て
、
抽
象
的
な
情
意
性
の
乏
し
い
空
室
な
る
の
で
'
平
安
初
期

の
種
々
の
読
添
語
は
そ
の
種
類
と
嬰
蒜
少
す
る
こ
と
に
よ
る
と
説
か
れ
て
い

る
。そ
こ
で
,
基
撃
二
が
通
用
で
き
る
項
目
を
見
る
と
、
そ
れ
は
「
二
資
料
で
訓

法
を
共
に
す
る
も
の
」
に
於
け
る
「
読
添
語
の
有
無
」
　
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

「
唐
本
に
は
読
空
…
が
洩
る
が
t
 
I
E
本
で
は
欠
く
も
の
」
が
∽
例
あ
る
の
に
対

し
て
,
逆
に
「
岸
本
に
は
l
'
l
l
T
B
望
署
欠
-
が
'
西
木
に
は
あ
る
も
の
」
が
7
7
例

で
,
唐
本
の
方
が
読
添
語
の
数
が
多
い
の
で
あ
る
が
'
嘉
に
、
添
意
性
が
強
い

助
勤
詞
か
ら
望
川
の
形
式
動
詞
ま
で
に
限
っ
て
比
較
す
る
と
、
1
9
対
2
0
で
唐
本

の
方
が
明
ら
か
に
読
添
語
が
多
い
o
中
で
も
形
式
索
詞
と
形
式
動
詞
に
於
て
以

著
で
あ
る
。
そ
の
例
は
'
前
掲
以
外
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
シ
メ

l
　
其
の
橡
を
画
(
か
)
ム
月
刊
人
に
八
戒
を
受
ケ
為
ヨ
(
g
)
　
(
西
'
ナ

シ
)

2
　
受
持
す
る
コ
ト
宥
(
る
)
ヒ
ト
を
見
　
　
o
r
こ
と
祈
ル
を
)

3
　
不
至
心
ア
ラ
ム
ヒ
ト
ヲ
バ
除
け
∩
也
∪
　
(
讐
　
(
西
'
不
至
心
を
ば
)
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l
呈
塁
　
に
　
㍑

シ
タ
テ
マ
ツ
ル
コ
ト
得
て
　
(
S
)
　
(
西
'
す
る
こ

と
)

-
△
　
大
慈
悲
剥
以
て
(
讐
　
(
西
,
い
ま
す
を
)

以
上
か
ら
唐
本
が
比
較
的
に
古
い
訓
読
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
O

次
に
へ
基
準
四
に
つ
い
て
は
「
読
添
語
の
異
同
」
の
項
が
該
当
す
る
が
,
そ

の
多
-
の
例
は
t

ウ

I
　
常
に
的
部
洲
を
流
通
す
る
コ
-
得
(
C
2
)
　
(
西
、
に
)

2
　
被
れ
Q
.
勝
れ
(
た
る
)
コ
ト
百
千
倶
把
那
頂
多
倍
に
し
て
(
」
)
　
(
西

彼
L
に
勝
(
り
)
た
る
こ
)

な
ど
の
よ
う
に
'
「
流
通
ス
」
を
他
動
詞
と
見
る
か
自
動
詞
と
見
る
か
の
相

違
と
か
'
2
の
よ
う
に
'
「
彼
レ
」
を
主
格
と
見
る
か
連
用
修
飾
格
と
見
る
か

の
相
違
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
「
訓
法
の
相
違
」
に
光
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
,

基
準
の
意
味
す
る
相
違
と
は
性
格
が
異
な
る
。
し
か
し
,
こ
の
芸
粒
を
別
に
し

て
同
じ
く
「
読
添
語
の
異
同
」
に
属
す
る
次
の
よ
う
な
例
は
、
西
本
の
読
添
語

が
訓
読
特
有
語
又
は
未
F
i
l
台
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
唐
本
の
は
和
文
に
も
良

ら
れ
る
語
又
は
融
介
形
で
あ
る
点
で
'
唐
木
の
方
が
古
形
と
見
ら
れ
る
も
の
で
-

あ
る
。

1

S
i

長
遠
に
て
無
量
蔵
を
経
シ
メ
ム
(
ァ
)
　
(
西
'
に
し
て
)

エ

音
楽
を
待
命
(
め
)
む
と
て
是
の
神
呪
を
軍
サ
(
K
)
　
(
西
と
し
て
)

和
ヒ
侵
す
る
コ
ト
複
(
せ
)
使
(
む
)
る
コ
-
勿
ク
て
、
彼
の
身
心
を

ォ
3
山
凡

寂
静
安
楽
に
ア
レ
令
メ
ヨ
(
」
)
(
侵
擾
七
使
む
ル
こ
と
勿
(
く
)
し
て
)

詔
の
衆
生
の
為
に
是
(
の
)
如
き
微
妙
の
経
典
を
潰
べ
説
(
き
)
p
な

り
(
聖
　
(
西
へ
流
説
(
し
)
た
ま
ふ
を
モ
チ
テ
な
り
)

神
通
自
在
ヨ
つ
シ
メ
ム
(
g
)
　
(
西
,
(
な
)
ラ
む
)

以
上
の
伯
に
'
「
仮
名
点
か
ヲ
コ
-
点
か
」
の
項
で
'
「
暦
本
が
仮
名
点
の

と
こ
ろ
を
'
西
本
は
ヲ
コ
-
点
と
す
る
」
も
の
が
8
5
例
で
、
逆
に
「
唐
本
が
ヲ

コ
ト
点
の
と
こ
ろ
を
'
西
木
は
仮
索
点
と
す
る
」
も
の
が
2
4
例
で
も
所
木
の
刀

が
仮
名
点
の
場
合
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
般
に
点
本
は
古

い
も
の
ほ
ど
仮
名
点
が
多
い
の
に
対
し
て
新
し
い
も
の
は
'
逆
に
ヲ
コ
-
点
が

蝣

蝣

-

I

'

'

'

,

　

　

　

　

∴

　

　

　

　

　

　

　

‥

学
的
研
究
」
)
0

2

　

詞

　

訓

　

字

次
に
へ
第
三
項
の
「
詞
訓
字
」
で
は
次
の
よ
う
な
基
軸
遠
あ
る
。

準
鞘
五
　
平
安
初
期
点
の
和
訓
の
字
を
永
久
点
で
は
字
音
と
す
る
O

基
垣
六
　
平
安
初
期
点
の
和
訓
と
別
の
平
易
な
和
訓
と
す
る
。

こ
れ
は
へ
原
漢
文
中
の
一
漠
字
に
詞
の
訓
が
与
え
ら
れ
る
際
に
へ
そ
の
撲
字

の
読
と
し
て
可
璃
な
詔
訓
ま
た
は
音
の
中
か
ら
'
選
択
に
労
し
な
い
そ
の
挟
字

の
訓
と
し
て
一
般
的
な
特
定
詞
訓
が
採
ら
れ
る
傾
向
が
'
時
代
が
下
る
に
つ
れ

て
多
-
な
る
こ
と
に
よ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
へ
畢
輝
五
が
適
用
で
き
る
項
目
を
見
る
と
'
そ
れ
は
「
和
語
か
字
音
語

か
」
の
項
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
唐
本
が
和
語
の
と
こ
ろ
を
,
西
本
は
字
音
語

と
す
る
」
も
の
が
3
4
例
で
'
逆
に
「
唐
本
が
字
音
語
の
と
こ
ろ
を
,
西
本
は
和

語
と
す
る
」
も
の
が
3
3
例
で
'
這
相
違
が
早
り
れ
な
い
o
し
か
し
,
西
本
に

は
「
ノ
」
か
ら
な
る
和
語
(
「
金
ノ
銭
」
な
ど
)
が
大
部
分
で
(
西
本
の
和
語

2
6
例
中
2
 
1
例
)
へ
こ
れ
は
和
語
と
し
て
の
性
格
が
非
常
に
弱
く
,
寧
ろ
準
和
語

と
も
い
う
ヾ
卓
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
除
-
と
2
4
対
1
2
で
ー
唐
本
の
方
が
和

語
は
多
く
な
る
.
前
掲
の
他
に
へ
所
木
の
和
語
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

ず

坐
せ
む
処
1
坐
処
(
和
)
　
絶
工
不
1
不
絶
(
f
e
)

寿
と
命
l
寿
命
(
g
)
　
変
7
1
変
ズ
(
S
)

四
本
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
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謂
1
絹
(
ま
)
　
ル
こ
と
ノ
(
」
>

不
思
議
1
思
試
す
(
べ
か
ら
)
ず
∩
不
∪
　
(
S
)

遠
去
ス
1
遠
ク
去
ル
　
(
S
)

次
に
,
基
望
ハ
が
通
用
で
き
る
項
目
は
、
「
和
訓
の
異
同
」
で
あ
る
が
、
先

の
「
読
添
語
の
異
同
」
の
場
合
と
同
様
に
'
両
点
が
時
代
的
に
接
近
し
て
い
る

た
め
に
基
盤
通
り
の
明
際
な
差
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
.
但
し
'
前
掲
の

剖
詞
「
シ
マ
ラ
ク
」
だ
け
は
'
春
日
、
粟
島
両
博
士
に
御
論
が
あ
っ
て
へ
こ
の

語
は
「
シ
バ
ラ
ク
」
の
祖
形
で
あ
る
か
ら
へ
こ
れ
に
伏
っ
て
い
る
暦
本
は
「
シ

バ
ラ
ク
」
の
西
本
よ
り
古
い
こ
と
に
な
る
。
　
ク

そ
の
他
の
項
目
で
は
、
「
和
訓
の
有
無
」
の
「
み
壮
摩
」
　
(
前
掲
)
　
が
あ

:

、

I

'

'

・

・

'

∴

∵

　

　

　

　

∵

・

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

4

　

そ

　

の

　

他

第
四
項
の
「
副
詞
の
呼
応
語
」
で
は
次
の
基
鮎
が
あ
る
。

基
準
七
　
「
云
ク
」
の
呼
応
語
は
、
初
期
点
で
は
「
-
イ
ウ
」
「
卜
」
を
読

了

　

　

　

、

　

　

　

'

・

"

*

蝣

'

'

え
る
。

こ
の
基
準
に
よ
る
と
、
本
資
料
の
場
合
、
用
例
少
-
、
共
に
平
安
初
期
点
で

あ
る
な
ど
の
制
約
か
ら
一
定
の
傾
向
を
伺
う
こ
と
は
閃
難
で
あ
る
。
但
し
'
r
仮

名
点
か
ヲ
コ
-
点
か
」
の
項
で
は
「
唐
本
が
仮
名
点
の
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
ヲ

コ
ト
点
と
す
る
」
も
の
が
3
例
あ
っ
て
'
読
添
語
の
場
合
と
同
様
に
考
え
て
唐

本
は
四
本
よ
=
古
い
と
い
え
る
o

軍
二
項
の
「
対
句
の
訓
法
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
る
。

基
準
八
　
対
句
の
上
旬
の
結
び
を
平
安
初
期
点
で
は
終
止
形
に
す
る
と
こ
ろ

を
'
永
久
点
は
中
止
の
形
に
す
る
。

こ
の
茄
準
に
照
す
と
,
「
唐
本
が
終
止
形
に
す
る
と
こ
ろ
を
'
西
本
は
中
止

∵

　

　

　

　

　

　

∵

　

　

　

*

1

-

.

.

.

.

‥

　

;

　

　

　

∴

-

.

・

)

・

;

を
表
わ
し
て
い
る

は
　
　
　
:

川
.
班

(
S
)
　
(
四
、

の

　

　

の

・
V
l
'
-
叫
j
-
^

(
S
)
　
(
西
、

前
提
以
外
の
例
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
0

.

.
ノ
ー
を
C
2
一
g
*
-
*
'
;
<

n
.
-
M
i
l
拝
品
り
,
。
T
n
,
.
十
-
v
l
-
:
I
早
Q

ク
)
に
に
~
イ
リ
r
r
.
.
.
*
,
て
へ
り

水
鍾
恒
盈
O
百
千
旗
定
成
充
清

(
て
)
ル
ニ
)

最
後
の
墾
ハ
項
の
「
訓
法
そ
の
も
の
の
相
違
」
と
は
、
I
E
i
洪
文
の
構
造
の
と

ら
え
方
か
ら
し
一
-
由
本
的
に
異
っ
て
い
る
場
合
を
さ
す
o
ま
ず
へ
　
「
終
I
 
L
形
か

中
止
形
か
」
の
撃
ぐ
は
'
「
唐
木
が
終
止
形
の
と
こ
ろ
を
'
西
木
は
中
止
旭
と

す
る
」
例
が
、
そ
の
逆
の
場
合
よ
り
多
-
、
こ
れ
は
「
対
句
の
訓
法
」
に
準
じ

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
「
漢
文
の
構
造
に
合
致
し
た
訓
法
か
否
か
」

の
項
は
、
正
に
撹
漢
文
の
構
造
の
と
ら
え
方
の
相
違
に
非
づ
く
も
の
で
'
今
ま

で
見
て
き
た
詳
項
と
は
性
柘
を
只
に
し
て
い
る
の
で
'
こ
こ
で
は
除
外
し
て
考

え
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

三
　
結
　
　
語

以
上
、
小
林
先
生
の
細
論
を
中
心
と
し
て
'
更
に
他
の
根
班
を
も
加
え
て
両

点
の
新
古
に
つ
い
て
校
々
考
え
て
み
た
o
そ
の
結
果
に
よ
る
と
'
両
点
は
い
ず

れ
も
平
安
初
期
点
で
あ
る
関
係
上
、
初
期
と
中
期
と
の
場
合
の
よ
う
な
訓
読
上

の
明
陀
な
差
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
相
対
的
に
見
れ
ば
新
本
の
訓
読

は
西
太
よ
り
、
古
い
と
R
-
3
め
r
れ
る
場
合
が
多
い
o
 
R
c
木
は
訓
.
空
相
の
成
立
す

る
以
前
叉
は
少
-
と
も
成
立
す
る
導
は
別
に
相
当
す
る
平
安
極
初
期
点
を
反
映

し
て
い
る
南
垣
氏
は
票
耳
極
初
期
の
資
料
と
さ
れ
る
)
の
に
対
し
て
'
西
本

は
訓
点
語
の
成
幸
〕
た
8
安
>
?
期
点
を
反
映
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
昭
和
0
.
0
.
空

r
_
付
∪
　
本
稿
は
昭
和
畑
.
o
o
・
c
o
、
広
大
国
語
墾
胃
学
会
に
発
表
し
た
も
の

を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

∴
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